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１．はじめに 

本稿は、1883年に朝鮮政府が派遣した使節団がアメリカ側とどのようにコンミュニケーションをと

ったかを明らかにしようとするものである。 

韓国人とアメリカ人との接触や交渉においてぶつかる問題の一つは言語間の障壁であった。当

時両国には相手国の言葉を理解する人がいなかったからである。その例を二つあげる。1853年1

月、43人を乗せたアメリカの捕鯨船South America号が韓国の釜山の近くに漂着した。朝鮮の役人

たちがアメリカの船に上がって様子を見たらこれまで見たことのない変わった姿をしている人が乗

っていて、韓国語や日本語、中国語で聞いても言葉が全然通じなく、漢文で筆談をしようとしても

通じなかった。アメリカ人も必死で「We are from America」と叫んだが朝鮮の役人が分かるはずが

なっかた。彼らは43人は全員救出され、北京を経由無事帰国した。当時朝鮮の役人はアメリカ人

が叫んだ「We are from America」を聞いてアメリカを「 里界」と記録している。注１）次は1883年美

朝修交条約が結ばれる時の話である。1882年5月12日R.W.Shufeldt提督が美朝修交条約を結ぶ

ため仁川の沖に来航した時、R.W.Shufeldt提督は朝鮮側とのコミュニケーションのため二人の中国

人通訳を連れて来た。中国語と韓国語を使って英語を通訳するためであった。アメリカ側が朝鮮

側に発話をする時は、まず中国人通訳に英語で話の内容を説明し、これを聞いた中国人通訳が

中国語ができる朝鮮の通訳に中国語で内容を伝え、朝鮮側の通訳は朝鮮の役人に韓国語で話

の内容を伝えるといった複雑なプロセスを経ていたのである。 

 



 アメリカ側 ↔ 中国人通訳 ↔ 中国語のできる朝鮮の通訳 ↔ 朝鮮側の役人 

         (英語)     （中国語）              （朝鮮語） 

 

韓国側とのコミュニケーションに困ったR.W.Shufeldt提督は、条約が成立した後、朝鮮側に英語

教育の必要性を強調し、アメリカに留学生を派遣することを要望した。 

1882年美朝修交条約が結ばれた後、翌年朝鮮政府はアメリカに遣米使節団を派遣することに

なるが、この時表面に現れた問題の一つもアメリカ側とのコミュニケーションをどうとるかという問題

であった。別に方法がないことに気づいた朝鮮政府は、朝米修交条約を調印する時アメリカがとっ

た方法、つまり中国語と韓国語を使っての二重通訳方法をとる方法を考えてアメリカ側とのコミュニ

ケーション問題を解決しようとした。 

本稿では、西洋語の通訳可能者がいなかった当時の朝鮮政府が外交上の交渉においてどのよ

うな方法で外国側とコミュニケーションをとったかを、1883年 遣美使節団の例をあげて見てみるこ

とにする。 

 

２．遣米使節団の派遣 

ここでは、朝鮮の政府が1883年アメリカに使節団を送った経緯及び遣米使節団の構成などについ

て考えてみることにする。 

 

2.1. 使節団の派遣の経緯 

2．1.1．19世紀末における韓米関係 

19世紀半ば以前までの朝鮮と西洋との関係は、西洋との接触の機会も少なく、また朝鮮の鎖国政

策などで平穏を保っていた。ところが1850年代以降は、西洋諸国の東洋進出政策や朝鮮政府の

カソリック迫害などで緊張が高まった。1866年7月には貿易を求めて大同江を遡ってきたアメリカの

船「General Shurman号」が平壌で焼かれ 注2)、同年8月と9月にはフランス軍が二回に亘って攻



めてきた。また、1871年にはアメリカ軍が朝鮮に来侵し 注3）、朝鮮側と小規模の戦争を行うなど緊

張が高まっていた。これらの一連の事件が重なって朝鮮の西洋嫌いは益々深まり、鎖国政策はさ

らに強化された。 

アメリカとの関係は、論文末尾の＜韓美関係年表＞から見られるように、1860年代まではアメリカ

捕鯨船が何回か韓国近海に漂流することはあったが、国と国との間には何の問題も起こらなかっ

た。しかし「General Shurman号事件」やアメリカの朝鮮への来侵があってからは両国の関係が悪化

した。アメリカの対朝鮮政策は朝鮮を開港させることだったので、1871年の韓米戦争の後も朝鮮に

対して開港と通商を続けて求めた。時には中国や日本政府に頼んでアメリカ側が朝鮮との国交樹

立を希望していることを朝鮮に伝えてくれるよう、働きかけた。 

1878年4月アメリカ上院議会の海軍委員長Aaron A. Sargentは朝鮮政府の日本への開港に刺

激を受け、朝鮮との修交交渉のための使節団を派遣すべきだという決議案を出した。彼は朝鮮を

開港させる必要性について次のように説明している。一つ目は経済的理由である。アメリカの貿易

の範囲を拡大し、農産物や工業製品の販売市場を増やすには朝鮮を開港させるのが必要だとい

う考え方である。二つ目は政治的理由で、ロシアの南進政策を阻止するためである。三つ目は、韓

国近海でのアメリカ遭難船を保護するためである。四つ目は文化的理想を実現させるためである。

アメリカと韓国が国交を結べばアメリカの優秀な青年を朝鮮半島に進出させ、朝鮮の開化を助ける

ことができるだろうという理由であった。注4） 

しかし、朝鮮とアメリカが国交を結ぶようになるには1882年まで待たなければならない。 

 

2．1.2．韓米修交 

1876 年日本に強制的に開港させられた朝鮮は世界情勢の厳しさに気づき、外国との交流の必要

性を感じ始めた。1878 年 12 月 Richard W.Thompson 海軍長官は前述した Aaron A. Sargent 議

員の法案に従って R. W. Shufeldt 提督を朝鮮に派遣し、日本の仲裁などを得て朝鮮と開港の交

渉をするようにした。 R. W. Shufeldt 提督は 1880 年 4 月釜山に到着して「東莱府使」に会い、アメ



リカ側の意思を伝えたが朝鮮の政府に断られ、開港の交渉は失敗に終わった。朝鮮側がアメリカと

修交してもいいという気になったのは 1880 年の末になってからのようである。1880 年 10 月日本に

派遣された朝鮮の修信使金弘集（1842－1896）は駐日清国公使館参賛官黄遵憲から『朝鮮策略』

という書物をもらって帰り、国王高宗に献上するのであるが、『朝鮮策略』で黄遵憲はロシアの南進

政策の危険性を論じ、これに対応するに朝鮮は「親中国、結日本、聯美邦」すべきであると主張し

た。『朝鮮策略』の内容を検討した朝鮮の政府にはこれ以上鎖国政策を続けることはよくないと考

える人が現れた。時折日本の仲裁による朝鮮の開港を恐れていた中国政府も朝鮮にアメリカとの

修交を進めた。北洋大臣李鴻章は朝鮮の領中枢府事李裕元に手紙を送り、中国は朝鮮がアメリ

カと修交をすることに賛同しているということを伝え、また美朝の修交交渉を仲裁する意思があるこ

とを言明した。さらに李鴻章はアメリカ側にもこの旨を伝え、朝鮮の開港において中国が影響力を

発揮する意思があることを表明した。アメリカ政府は 1881 年 7 月 R. W. Shufeldt 提督を駐清国公

使館武官として任命し、また同年 11 月 14 日には R. W. Shufeldt を「朝鮮特命全権大使」に任命

して朝鮮との交渉に乗り出すようになった。この時アメリカ政府が R. W. Shufeldt に下した訓令は

次の通りである。 

 ○朝鮮の全権代表にアメリカ大統領に国書を伝えること。 

 ○朝鮮と遭難した船員を救難する協定を結ぶこと。 

○通商の権利を確保すること。 

○領事裁判権及び朝鮮で自由に旅行する権利を確保すること。 

○ 外交使節を交換すること。 

こうして朝鮮の開港についての交渉は1871年7月から始まるわけであるが、実際の交渉において

は朝鮮は直接交渉の対象から外され、R. W. Shufeldtと李鴻章との単独交渉の形で進められた。

そして「朝美修交条約」は1882年5月22日仁川で調印された。 

 

2．1.3．外交使節の派遣 



「朝美修交条約」が締結してから一年後（1883年）5月アメリカ政府はLuvius H.Footeを駐韓アメ

リカ国特命全権公使として任命した。 Foote公使は当時東京で英語の勉強をしていた尹致昊を通

訳として雇い、朝鮮との通訳の問題を対応しようとした。ところが尹致昊の英語力がまだ十分では

ないことを知ってからは、日本政府に協力を求め、井上馨外相の秘書をしていた佐藤修一郎という

日本人を臨時通訳として採用してソウルに連れてきた。この佐藤は3ヶ月間ソウルに滞在してから

日本に戻った。1883年5月19日米朝間に条約の批准文書が交換され、歴史的な米朝間の条約は

正式に成立した。 

  Luvius H. Foote公使は条約成立後ただちにソウルの中心部にある「貞洞」にアメリカ公使館を

開設した。相互主義の原則を尊重するなら朝鮮政府は当然アメリカに公使館を置くべきであった。

ところが当時の朝鮮実情ははアメリカに公使館を置く経済力をもっていなかった。このような朝鮮の

事情を理解したFoote公使は、朝鮮の政府にアメリカに常住の公使館を置くより、取り合えずアメリ

カに使節団を派遣したらどうかという提案をするようになる。他に方法がないということを気づいた

朝鮮政府はFoote公使の提案を受け入れアメリカに外交使節団を送ることを決めるが、これが本稿

で問題にする「遣米使節団」なのである。 

 

2.2． 使節団の構成 

2．2.1． 遣米使節団の派遣に伴う諸問題 

1883年7月5日Foote公使は朝鮮の国王高宗を謁見し、朝鮮国が外交使節団をアメリカに派遣

するならアメリカ政府は心から歓迎するだろうといい、使節団の派遣を公式的に提案した。これを

受けて国王高宗は7月9日使節団の派美を決定するのであるが、実際の派遣の準備をする間に使

節団の派遣にはいろいろな問題があることが分かってきた。まず問題になるのは西洋諸国との外

交関係を始めて開いているので近代的な外交の慣例が分からないということである。次に問題に

なるのは、使節団の中に日本や中国以外西諸国に行った経験者がいなく、アメリカへまで行く交

通の手段を持っていないということである。もう一つの問題はアメリカ側との意思疎通の問題であっ



た。アメリカヘ行く使節団は朝鮮国の国書をアメリカ大統領に渡さないとならなく、また様々な交渉

をしなければならない。このような重要な任務を果たすには有能な英語の通訳が必要だった。とこ

ろが朝鮮には英語を自由に使える者が一人もいなかったのである。 

朝鮮側は以上のような問題をアメリカ側と話し合い、次のような方法を考えた。まず近代的な外

交の慣例などについてはそちらの方面に詳しい外国人を雇い、助言を求める。アメリカまで行く方

法や交通の便はアメリカ側に協力を求める。アメリカ側も朝鮮側の考えに賛同し、使節団の安全と

アメリカへまでの案内、交通の便の手配を協力することを約束した。使節団の派遣と関連しLuvius 

H. Foote公使はアメリカの駐日公使J.A.Binghamに書簡を送り、アメリカまで朝鮮の使節団を案内

する人を一人推薦してくれるよう頼んだ。これを受けてJ.A.Binghamは日本で適任者を探すわけで

あるが、候補に挙がっている Payton Jourdanと Percival Rowelのうち、 日本政府が好意を示して

いたRowelを適任者として推薦した（朝鮮側では Payton Jourdanを希望したという）。 これで 

Percival Rowel （ 朝 鮮 名： 魯 越 ）は 朝鮮 の 遣 米使 節 団 の 参賛 官 （Foreign Secretary  and 

Counseller ）という肩書きで雇われ、使節団のメンバーとなる。 Percival Rowelについては後から

述べることにする。 

一方、英語の通訳の問題は、中国人英語通訳を雇って韓国語と中国語を使った二重通訳をす

るといった複雑な方法を採用することにした。当時朝鮮には北洋大臣李鴻章の推薦で来ているド

イツ人 Paul G. Möllendorff（朝鮮名：穆麟德）が朝鮮政府の外交顧問として活躍していたのだが、

この Möllendorff が朝鮮に赴任するとき中国から連れてきた呉礼堂という人が仁川の税関で英語の

通訳として働いていた。朝鮮政府 Möllendorff の推薦でこの呉礼堂を遣米使節団の英語の通訳と

して採用した。中国人英語通訳の採用には中国語が話せる韓国人通訳の選抜が前提条件となり、

これに合わせて高永喆という中国語通訳が使節団に加わった。 

 

2．2.2．遣米使節団の人選 

遣米使節団の人選において、団長（全権大臣）には当時朝鮮政界の実力者であった閔泳翊が



選ばれ、全権副大臣には洪英植、從士官には除光範、随員には兪吉濬、高永喆、邊燧、玄興澤、

崔景錫などが選ばれた。この時選ばれた遣米使節団員をまとめると＜表―１＞のようになる。 

＜表―１＞ 遣米使節団員の氏名及び役目 

役目 氏名 備考 

団長（全権大臣） 閔泳翊（Min Yeong Ik） 特命全権公使（Envoy Entraordinnary and Minister 

Plenipotenitiary） 

副全権大臣 洪英植Hong Yeong Sik） Vice Minister 

從士官 除光範(Seo Kwang Beum) Secretary 

随員 兪吉濬(Yu Kil Jun) Attachē 

随員 邊燧(Pyeon Su) Attachē 

随員 高永喆(Ko Yeong Chul) Attachē（中国語通訳） 

随員 玄興澤(Hyeon Heung Taek) Attachē（武官） 

随員 崔景錫(Che Kyeong Seok) Attachē（武官） 

通訳 呉礼堂(Woo Li Tang) Interpreter（中国人英語通訳） 

 

これらの人選は貫録や経験、業務能力、言語面の配慮などが考慮された人選であると思われ

る。遣米使節団が日本に着いてからはPercival Rowelが 外国参賛官及び顧問（Foreign Secretary 

and Counseller）の資格で使節団に加わるわけであるあが、ここで新しい問題が表れた。9名の使

節団を案内しアメリカまで往復するには大変な通訳の需要が発生するということであった。また案

内役は通訳だけではなくアメリカ人との日程の調整、通過する各地での観光や視察にも対応しな

いとけない。使節団の中には英語の通訳（呉礼堂）が一人入っているがこの一人だけでは対応しき

れないと考えたPercival Rowelは、個人的に交流のあった宮岡恒次郎という英語の堪能な日本人

を秘書として雇って使節団の非公式的随員とした。これで遣米使節団の人数は宮岡恒次郎を入

れて11人となった。 



外国参賛官及び顧問 Percival Rowel 外国参賛官及び顧問（Foreign Secretary   

          and Counseller）  

Rowelの個人秘書 宮岡恒次郎(Miyaoka Tsunejiro) Interpreter（日本人） 

 

遣美使節団の規模はほんの11名に過ぎないが、使用言語は英語、中国語、日本語、韓国語など

四つの言語を使うという複雑な使節団であった。 

 

2.3. 使節団の日程及び歴訪コース  

次は遣米使節団が通ったコースを往路と復路に分けて詳しく見てみることにする。 

2．3.1．往路 

遣米使節団は、仁川から横浜まではアメリカの軍艦Monocacy号に乗って行き、商船Arabic号で太

平洋を渡った。 San Franciscoから目的地 New Yorkまでは列車を利用した。使節団の主な日程

をまとめると次の通りになる。 

 1883年7月16日 アメリカの軍艦Monocacy号に乗り、済物浦（今の仁川）から長崎へ。長崎から郵

便船に乗り、横浜に向かう。使節団の人数は9人。横浜に着いて約一ヶ月間東

京に滞在する。東京にいる間に Percival Rowel 参賛官と通訳宮岡恒次郎が

使節団に加わる。 

8月18日 商船Arabic号に乗り、アメリカへ向かう。 

9月2日 San Franciscoに到着 

9月4日 Central and Union Pacific Railwayを使ってChicago到着。ここで南北戦争の     

       英雄Philip H. Sheridan将軍の迎接を受ける。 

9月15日 Washington D.C到着（宿舎は Arlington Hotel） 

9月17日 国務部Davis次官補の案内で New Yorkへ 

  9月18日 朝鮮の国書を Chester A. Arthur大統領に渡す(Fifth Avenue Hotel) 



国書を渡してから同日Bostonへ行って貿易展示館などを見学 

  9月20日 Wolcott Farmなどを見学 

  9月22日 Boston市長を訪問。 Chester A. Arthur大統領に別れの挨拶をするため 

Washington D.Cへ向かう 

  9月29日 国務部を訪問、長官と会談をする。ここで朝鮮への顧問の派遣を要請。 

  10月12日  Chester A. Arthur大統領に別れの挨拶 

  11月19日 帰国 

 

2．3.2．復路 

復路の時は使節団が二つのグループに分かれて帰国した。第一グループは1883年11月19日  

New York港を 出発し、 ヨーロ ッパ を 経由して帰国した 。 第二グル ープは 1883年10月6日 

Washington D.Cを出発し、1883年12月21日に帰国した。 

第一グループ： 閔泳翊、 除光範、 邊燧、アメリカ人Jeorge C. Foulk 

          1883年11月19日軍艦とTrenton号でNew York港を出て大西洋を渡り、ロンドン、パリ、 

カイロ、ローマ、インド、シンガポール、香港を経由して1884年6月2日に帰国。 

第二グループ： 洪英植、 Percival Rowel、崔景錫、 玄興澤、 高永喆、 呉礼堂、 宮岡恒次郎。 

1883年10月6日大陸横断汽車で San Franciscoまで走り、太平洋を渡って、日本を経 

由し、1883年12月21日に帰国。 

 

2．3.3．アメリカに残った人 

遣米使節団は1883年11月19日帰国するのであるが、随員兪吉濬は帰らないでアメリカに残り、

朝鮮政府最初の国費留学生となる。兪吉濬は Percival Rowelから東京大学の教授を歴任したこと

のある生物学教授Edward S.Morseを紹介してもらい、しばらく Morse教授の個人指導を受けたが、

1884年9月Morseの斡旋で私立高等学校Dummer Academyに入学する。注5）しかし同年12月国内



で政変（甲申政変）が起こったことを知り、高等学校を卒業しないまま帰国してしまう。兪吉濬にとっ

ては一年あまりのアメリカ留学であったが彼は1885年の時点で韓国人としては最も英語力を持って

いる人になっていた。 

 

３．使節団員の外国語能力 

ここでは遣美使節団各個人の外国語能力について見てみることにする。遣美使節団に参加した人

の中には帰国後、英語や中国語、日本語などの外国語能力を身につけて上達した人がいるが、こ

こでは1883年7月アメリカへ出発する前までの外国語能力を考察の対象にすることにする。 

 

3.1．個人別能力 

3．1.１．閔泳翊(1860－1914) 

閔泳翊は1877年の科挙(文科丙科）に合格していて漢文に長けていた。1882年10月から日本を3ヶ

月間訪問したことがあり、1883年1月から4月までは中国に滞在したことがある。 New York Herald

の1883年9月28日の記事によれば、アメリカ人通訳が日本語で話した内容を従事官徐光範が韓国

語に訳したが、閔泳翊はアメリカ人通訳の日本語を理解していたという。これを見ると閔泳翊はか

なり日本語の能力があったと思われる。中国に3ヶ月間滞在したことを考えると初歩的な会話をある

程度理解した可能性があると思われる。閔泳翊は1885年11月から数年間香港で逃避生活をした

ので20代の後半からは流暢な中国語が話せたと考えられる。 

3．1．2．洪英植（1855－1884） 

洪英植は領議政洪淳穆の息子で、名門家の出身である。父洪淳穆は保守派の中心人物であった

が、息子の洪英植は開化派に属していて、政治的には親子が別の道を歩んでいた。幼い時から

伝統的な漢文の教育を受け、1873年に行われた科挙の試験に首席合格した秀才である。1881年

1月朝鮮政府が日本に派遣した視察団の一員として参加し、3ヶ月間日本の陸軍制度を視察したこ

とがあるので相当の日本語の能力を持っていたと考えられる。 



3．1.3． 除光範(1859－1897) 

除光範は参判除相翊の次男で1880年の科挙に合格し、自らも法務大臣にまで出世した人である。

若いころから開化関連書籍を読み、開化派の一員となった。アメリカに行く前、二度日本に行って

いる。最初は1881年12月朝鮮政府が日本の動きなどを探るため金玉均を日本に派遣するとき金

玉均の随員として渡日した時であり、この時は1882年5月まで5ヶ月間日本に滞在している。二回

目は1882年9月特命全権大臣朴泳孝が渡日する時、従事官として参加し、1883年3月まで6ヶ月間

日本に滞在した。日本滞在期間は合わせて1年1ヶ月で、ほとんど自由に日本語が使えたと思われ

る。ただし、アメリカへ行く時まで英語を覚える機会はなかった。除光範は1884年の若手グループ

のクーデタに参加し、日本を経由してアメリカに亡命している。亡命中英語を覚え、1889年アメリカ

市民になる。日清戦争後いわゆる開化派が執権した時、朝鮮に戻り (1894年12月)法部大臣にな

るが、6ヵ月後 法部大臣をやめ、駐米全権公使としてアメリカに赴任している。1896年8月政治的

な理由で解任されてからアメリカに再び亡命した。駐美全権公使の在任中、韓国人のアメリカ留学

を助け、貧しい留学生の面倒を見たことも知られている。 

3．1.4． Percival Rowel(1855－1916) 

駐日アメリカ公使John A. Binghamの推薦で東京から遣美使節団に加わった人で、1855年3月

Bostonで生まれた。ハーバド大学の物理学科出身で、旅行が好きで若い頃からヨーロッパと中東

地方を旅行しており、1883年春日本を旅行した。10年間の日本滞在中日本の茶道や神道、日本

庭、美術、文学などに興味を示し、Soul of Far East, Occult Japanなどの著書を残した。語学に才

能があって短期間で日本語を自由に使いこなせたという。 注6）しかし、遣美使節団に加わった時

は日本に来て数ヶ月しか経過していないので日本語を自由に使えたかどうかは疑問である。宮岡

恒次郎を個人秘書として採用し、日本語と韓国語による英語の二重通訳をさせたのもその事実を

裏付けている。遣美使節団が帰国するとき副全権大臣 洪英植に随行して朝鮮にも来ている。韓

国語は全くできなくて、4ヶ月ぐらいの朝鮮滞在中はLuvius H. Footeの通訳であった尹致昊(1865-

1945)が英韓両語の通訳を担当したという。 



3．1.5． 兪吉濬(1856－1914) 

兪吉濬はソウル生まれで、幼い時から漢学を習い漢文に長けていたが、科挙の試験は受けなっか

た。若い頃から開化思想に引かれ、開化派の一員となった 注7）。1881年1月朝鮮政府が日本へ

視察団を送った時、魚允中の随員として参加する。視察団の任務が終わってから福沢諭吉が経営

していた慶応義塾に入学し、福沢の家に寝泊りしながら福沢から直接指導を受けた。1883年1月

帰国するまでの日本滞在期間は約2年間であり(この内留学生活は一年半）、日本語が自由に使

えたという。英語ができなかった彼が遣美使節団の一員として選ばれたは日本語と朝鮮語による

英語の二重通訳をするのに適任者であったからであると思われる。遣美使節団の帰国後アメリカ

に残り、韓国人最初の美国留学生となったということはすでに書いた通りである。 

3．1.6． 高永喆（1853－？） 

高永喆は中国語訳官出身で、1876年の科挙に合格している。注8）1881年9月朝鮮政府が中国に

留学生を派遣する時、「学徒」として選ばれ中国に派遣されてる。1882年2月から天津にある「語学

局」に入学し、中国語と英語を習った。「語学局」に留学中、彼はすでに漢文と中国語ができてい

たのでは主に英語の勉強をしたという。高永喆は遣美使節団員の中で唯一英語が使える人であっ

た。アメリカから帰ってからは統理通商事務衙門の傘下にある「同文学」の「主事」となり、外国語の

通訳を養う仕事に関わった。 

3．1.7． 邊燧(1861－1891) 

邊燧は訳官の子孫で、父と祖父も訳官であった。1882年3月金玉均が朝鮮政府の使節として日本

に派遣された時、金玉均の随員として渡日し、5ヶ月間日本に滞在した。1882年8月、朴泳孝が朝

鮮政府の全権として訪日した時も朴泳孝の随員として訪日し、1883年3月まで7ヶ月間日本に滞在

した。邊燧はもともと訳官の家庭で育っており、また語学に才能があって遣米使節団に参加した時

は日本語が大変達者なっていたという。  

3．1.8． 玄興澤（生没年代未詳） 

玄興澤は武官で、外交使節団には必ず武官が含まれるという慣例に従って使節団の一員となった



と思われる。外国語能力についてはまだ分かっていないがおそらく漢文は読めただけで英語や日

本語、中国語は理解できなかったと思う。 

3．1.9． 崔景錫（？－1886） 

崔景錫は武官出身である。武官の場合は使節団の安全を守り、軍事問題に興味を持つのが普通

であろうが、崔景錫はアメリカに渡った時、主にアメリカの農業に関心を示して多くの農場や牧場な

どを視察している。帰国後アメリカの農業技術を受け入れ、朝鮮の農業を近代化する努力をした。

外国語の能力についてはまだ分からない。当時の普通の役人と同じように漢文以外の外国語能

力はなかったと思われる。 

3．1.10． 呉礼堂（ ？－1912） 

呉礼堂はスペイン駐在清国公使館の書記官出身で、英語とスペイン語が達者な人であった。妻は

スペイン人である。李鴻章の推薦で1882年12月から朝鮮政府の顧問となったPaul G. Möllendorff

（朝鮮名：穆麟德）の推薦で朝鮮に入り、遣美使節団の一員としてアメリカへ行く前は仁川税関に

勤めていた。遣美使節団の任務が終わってからも中国に帰らなずに人川に永住した。朝鮮にいる

間に大金持ちになり、邸宅をいまだに残している。注9) 

3，1.11． 宮岡恒次郎（生没年代未詳 ） 

Percival Rowelが個人的に雇った人であり、当時17歳であった。 Percival Rowelがアメリカの国務

長官に報告した遣美使節団の名簿に彼の名前は入っていないことを考えると 彼は公式随行員で

はなっかたと思われる。英語が非常にうまくて日本語と韓国語とを使って英語を二重通訳するため

に雇われた人である。 

 

3.2. 言語別  

前述した通り遣美使節団はあわせて11人という小人数であったが、使用言語は英語、中国語、

日本語、韓国語など四つもあった。書き言葉であった漢文まで数えると使用言語は実際は五つに

も上る。ここでは各言語別に誰が何語をどのぐらいできたかを見てみることにする。まず韓国語であ



るが、Percival Rowelや呉礼堂、宮岡恒次郎など3人以外は韓国語使用者である。これらの3人の

外国人は韓国語を全く知らなかった。中国語の場合は呉礼堂一人のみが中国語母語話者で、他

は韓国人高永喆が中国語を理解していた。閔泳翊の場合は中国に3ヶ月間滞在したことがあるの

で簡単な会話ぐらいは中国語を理解したかもしれない。日本語の母語話者は宮岡恒次郎一人で

あるが、使える人は割合多い。 8人の韓国人使節団員のうち、兪吉濬と除光範、邊燧は自由に日

本語が使え、閔泳翊と洪英植も相当の日本語能力を持っていたと思われる。Percival Rowelは遣

美使節団に参加した時は来日して3ヶ月しか経っていななかったので十分な日本語力を持ってい

たとは言いがたい。次は最も重要な英語であるが、英語使用可能者は3人であった。Percival 

Rowelは英語母語話者であるし、英語通訳として雇われた呉礼堂と宮岡恒次郎も英語が達者な人

であった。ところが8人の韓国人の場合は高永喆一人のみが中国で約1年間英語を習っただけで

他は英語力を持っている人がいなっかた。以上のことを整理して表にすると＜表―2＞のようにな

る。 

 

＜表―2＞ 遣美使節団員の言語能力 

氏名 英語 日本語 中国語 韓国語 漢文 

閔泳翊  ○ △ ◎ ◎ 

洪英植  ○  ◎ ◎ 

除光範  ◎  ◎ ◎ 

兪吉濬  ◎  ◎ ◎ 

高永喆 ○  ◎ ◎ ◎ 

邊燧  ◎  ◎ ◎ 

玄興澤    ◎ ◎ 

崔景錫    ◎ ◎ 

Percival Rowel ◎ △    



呉礼堂 ◎  ◎  ◎ 

宮岡恒次郎 ◎ ◎   ？ 

※ ◎：よくできた ○：大体できた △：すこしできた 空欄：できなかった 

 

結局自由にそれぞれの言語を自由に使えた人は、英語3人、日本語4人、中国語2人、韓国語8人

であったということが分かる。 

 

４． 遣米使節団の通訳問題 

4.1．通訳はいつ必要か 

二つ以上の異なった言語話者が話をしていて、一方が他方の言語を知らない場合、双方が意思

疎通をするには通訳する人が必要となる。遣米使節団には英語、中国語、日本語、韓国語の四つ

の言語話者がいたし、アメリカへ着いてからは各地で大勢のアメリカ人に会う機会があったので通

訳の必要が少なくなかったと思う。また遣米使節団の最終的な目的はアメリカ大統領に朝鮮の国

書を渡し、米朝間の友好と親善を願う朝鮮国王の意思を伝えることだったので外交的儀式や公の

場での通訳も多かっただろうと思う。そこで、ここでは遣米使節団の通訳について、使節団内部の

問題と公の場面での問題を考慮に入れて各言語間の通訳の問題について考えてみたいと思う。 

 

4.2． 各言語間の通訳  

遣米使節団内部の人的構成やアメリカでの活動などを考えると、言語間の通訳は次のようなもの

が考えられる。 

○ 英韓・韓英語の通訳 

○ 日韓・韓日語の通訳 

○ 中韓・韓中語の通訳 

使節団内部の使用言語の数から見ると日中・中日語の通訳も考えられるが、日本人宮岡恒次郎



や中国人呉礼堂が二人とも英語の通訳だったので実際には日本語と中国語との通訳が行われた

可能性は低い。ということで本稿では 英韓・韓英語の通訳など三つのタイプの通訳について詳し

く見てみたいと思う。 

4．2.1 英韓・ 韓英語の通訳 

英韓・ 韓英語の通訳は、使節団内部での通訳とアメリカで活動中の通訳に分けて考える必要

がある。まず、使節団内部での通訳は、朝鮮側の使節と案内役のPercival Rowelの間での通訳が

中心になっていたと思われる。案内役の立場から見ると、いつも朝鮮の使節に旅行の日程や連絡、

交通機関を利用、食事、アメリカに上陸して大統領に会うまでの日程、外交の慣例や行事につい

ての説明などを朝鮮側に伝える必要があっただろうし、場合によっては朝鮮側の意見を聞いて調

整する必要があったと思われる。当時朝鮮側の使節には高永喆のみがある程度英語が話せたが 

自由に通訳ができるほどではなかったようである。だとすると英韓・ 韓英語両語の通訳は日本語と

韓国語による通訳か、中国語と韓国語による二重通訳をする方法が有力になる。筆者は、簡単な

内容なら高永喆とPercival Rowelの間にコミュニケーションが行われた可能性があるが、大事な話

は日本語と中国語による二重通訳の方法を取っただろうと思っている。図で英韓・ 韓語語の通訳

の方法及び過程を示すと次のようになる。 

 

＜図－1＞ 

Percival Rowel ↔  高永喆  ↔  朝鮮の使節 

          （英語）    （韓国語） 

Percival Rowel ↔ 宮岡恒次郎 ↔ 兪吉濬・邊燧・除光範 ↔ 朝鮮の使節 

       （英語）    （日本語）       （韓国語） 

 Percival Rowel ↔  呉礼堂  ↔ 高永喆  ↔ 朝鮮の使節 

       （英語）  （中国語） （韓国語） 

 



 一方、アメリカに上陸してからの英韓・ 韓英通訳は、どこかで有力者に会ったり、公の場を訪問

したり、外交儀式に参加したりしてスピーチをするなど、色々なケースが想定される。遣米使節団は、

2.3の「 使節団の日程及び歴訪コース」から見たように、アメリカに上陸して活発な動きを見せてい

る。これらの場合も英韓・ 韓英語の通訳は＜図－1＞の流れと別に変われないと思う。違ってくる

のは英語話者が別の英語話者が加わっただけである。アメリカ上陸してからの通訳の形を図にす

ると、＜図－２＞のようになる。 

 

＜図－2＞ 

Rowel＋ アメリカ人英語話者 ↔ 宮岡恒次郎 ↔ 兪吉濬・邊燧・除光範 ↔ 朝鮮の使節 

          （英語）    （日本語）       （韓国語） 

アメリカ人日本語通訳 ↔  兪吉濬・邊燧・除光範  ↔ 朝鮮の使節 

           （日本語）          （韓国語） 

 Rowel＋ アメリカ人英語話者 ↔  呉礼堂  ↔ 高永喆 ↔ 朝鮮の使節 

             （英語）  （中国語）  韓国語） 

 

ここで一つ問題なるのは、呉礼堂を宮岡恒次郎のうち、誰に頼んで通訳させたかという点である。

これについては記録が少ないので今のところははっきりしたことは分からないが、可能性としては日

本人宮岡恒次郎の出番が呉礼堂よりは多かっただろうと考えられる。その理由としては次の点が挙

げられる。まず言えることは、宮岡恒次郎は使節団の案内役Percival Rowelの個人秘書だったので

Rowelにとっては仕事が頼みやすいということである。次に、韓国人使節団員8人のうち５人は日本

語が分かっていたという点も一つの理由になると思う。日本語が分かる人が多いということはやはり

通訳の機会が増えるのではないだろうか。もう一つの理由をあげるなら中国人通訳呉礼堂の使節

団内部での立場である。呉礼堂は前述した朝鮮の外交顧問Paul G. Möllendorffが推薦した人であ

る。Paul G. Möllendorffは李鴻章の推薦で朝鮮に来ている人で、李鴻章の影響から逃れることので



きない立場にあった。李鴻章は米韓の修交には賛成したが朝鮮政府の遣米使節団の派遣には反

対したのである。遣米使節団の立場から見ると呉礼堂の後ろに構えているPaul G. Möllendorffと李

鴻章が気になっていたはずである。さらに当時日本と中国の間には米韓の修交交渉を巡って競争

関係にあったという点も指摘できる。中国はあくまで米朝の修交を通して朝鮮半島での日本とロシ

アの勢力を牽制しようとし、日本は米朝間の修交を通して朝鮮から中国の影響力を減らすことを考

えていたのである。日本政府が推薦し、それで日本に好意的であったPercival Rowelがこのような

日中間の身妙な立場を感じていたら大事な場面では呉礼堂に通訳を頼むことが難しかったと思わ

れる。しかし、このような理由は筆者の推測に過ぎず、本当のことは今後の調査を待つしかない。 

4．2.2． 日韓・韓日語の通訳 

日韓・韓日語の通訳は、＜図－1＞と＜図－２＞の一部か、あるいは英語話者が省略された形で

ある。英語の通訳であった宮岡恒次郎は実際に中国人呉礼堂より通訳出番が多かったと思われる

ので、それに伴って日韓・韓日語の通訳の機会も多かっただろうと思う。4．2.4の 通訳の実例を見

てみるとアメリカ人日本語通訳が朝鮮の使節に日本語で直接話す場面の出ている。韓・韓日語の

通訳の流れを図にすると＜図―３＞のようになる。 

 

＜図―３＞ 日韓・韓日語の通訳の過程 

（英語話者） ↔ 宮岡恒次郎 ↔ 兪吉濬・邊燧・除光範 ↔ 朝鮮の使節 

       （英語）    （日本語）       （韓国語） 

アメリカ人日本語通訳 ↔ 兪吉濬・邊燧・除光範 ↔ 朝鮮の使節 

         （日本語）        （韓国語） 

 

4．2.3．中韓・韓中語の通訳 

中韓・韓中語の通訳は、英韓・ 韓英語の通訳から派生されたものである。中韓・韓中語の通訳の

プロセスを図にすると＜図－4＞のようになる。 



 

＜図－４＞ 中韓・韓中語の通訳のプロセス 

（英語話者） ↔  呉礼堂  ↔  高永喆  ↔ 朝鮮の使節 

         （英語）   （中国語）   (韓国語） 

 

4．2.4．通訳についての実際の記録 

遣米使節団関連記録の中に実際の通訳の様子を記録したものは少ない。ここではこれまで見つ

かった通訳関連記録をいくつか紹介したい。 注10） 

 

実例１：国書奉呈式での通訳（ New York Herald, September 19,1883） 

○奉呈式の日にち：1883年9月18日午前11時 

○場所： Fifth Avenue Hotelの一階大接見室 

○ 式順： ◊ Chester A.Arthur大統領が待っている大接見室に朝鮮の使節団が一列に入場。 

     ◊ 朝鮮の使節がChester A. Arthur大統領に平伏して礼をする。これに対して

Chester A. Arthur大統領は頭を若干下げて答礼。 

◊ 全権大臣閔泳翊が朝鮮の国書及び信任状をArthur大統領に渡す。 

◊ 全権大臣閔泳翊が韓国語でスピーチをする。韓国語のスピーチを使節団 

の随員兪吉濬が日本語に直し、これを宮岡恒次郎は英語に通訳。 

      ◊ Arthur大統領が英語で答辞。 

◊ 宮岡恒次郎がArthur大統領の答辞を日本語に訳し、これを随員兪吉濬が韓国

語に訳す。 

国書奉呈式では英韓・韓英語の通訳に日本語及び韓国語が使われた。 

実例2： York州知事訪問記事（New York Herald, September 28,1883）） 

New York Heraldの記事には珍しくアメリカ人通訳者の話が出ている。アメリカ人通訳が話の内容



（英語）を日本語に訳して従事官徐光範に伝えると、今度は徐光範が日本語の内容を韓国語に直

して副全権大臣洪英植に伝えた。洪英植はこれを全権大臣閔泳翊に伝えたという記事である。 

実例3：New York市役所訪問記事（New York Herald, September 28,1883）） 

Edison市長が英語で歓迎のスピーチをしたら全権大臣閔泳翊は用意された答辞を韓国語で読み

上げたという記事である。この時閔泳翊の答辞を英語に通訳した人は遣米使節団の迎接官役であ

ったJorge C. Foulk少尉だったという。Foulk少尉は韓国語が分からなかったので 閔泳翊のスピー

チを直接訳したとは思えない。誰かが英語で訳しておいた原稿を読み上げたと思われる。 

 

５．遣米使節団が韓国語の英語教育に与えた影響 

遣米使節団の派遣がもたらした政治的・文化的影響は少なくない。これらの影響をいくつか挙

げると次の通りである。まず言えることは朝鮮政府の対米認識が変わるきっかけとなったという点で

ある。当時朝鮮の対米認識は、1866年の「General Shurman号」事件や1871年のアメリカの朝鮮侵

略などで非常に悪化しており、敵対感さえ感じるところまでになっていた。ところが、遣米使節団の

派遣でアメリカが平和を愛している文明国家であることを知ってからは朝鮮の対米認識は好意的

に変わるのである。次は文化的な影響であるが、遣米使節団はアメリカの教育制度や農業技術、

郵便制度などに刺激を受け、これらの制度や技術を受け入れたいという気持ちを持って帰った。

後日朝鮮政府はアメリカから外交顧問や軍事教官、教師などを招聘しており、これらの措置を通し

て朝鮮の政治や軍事、教育の近代化を図ろうとした。 

  遣米使節団の派遣がもたらした影響のうち、本稿で特に注目したいのは英語教育に与えた影

響である。すでに述べたように、遣米使節団の派遣においては通訳問題は大変重大な課題であ

った。朝鮮政府は他に方法がないので中国人通訳を雇って中国語と韓国語による二重通訳を考

えるわけであるが、二重通訳の不便さはずいぶん痛感したはずである。そこで朝鮮政府は英語の

通訳者を養成することにし、そのため英語の教育機関を作ることにしたのである。朝鮮は古くから

外国語教育を重視し、13世紀後半高麗時代には「通文館」という外国語教育機関を作って、中国



語や蒙古語、日本語などを教えており、1392年に国を開いた朝鮮国の場合も1392年から「司訳

院」という外国語教育機関を作って中国語や蒙古語、日本語、満州語などを教え、外国語専門家

を養成した。注11） この「司訳院」では中国語など朝鮮の近隣諸国の言語のみが教育され、西洋

語は教えていなかった。ところが時代が変わって、朝鮮に英語など西洋語の教育が必要となった

のである。 

英語の教育機関を作る計画はすぐ実行に移された。遣米使節団がまだアメリカにいた頃1983年

9月、朝鮮政府は「通商衙門」（今日の外務省に当たる）の付属機関 として「同文学」という外国語

教育機関を作る。この「同文学」は中国の外国語教育機関である「同文館」を真似たもので、ここで 

英語や日本語など を教えた。 教師は 当時朝鮮政府の外交顧問であった  Paul Georg von 

Möllendorf の推薦で中国人二人とイギリス人一人を招聘した。「同文学」の招聘された外国人教師

はイギリス出身で電気通信技術者であった T.E.Halifax と中国人呉仲賢（New York大学出身）唐

紹威（Clombia大学出身） の3人であった。「同文学」の設立目的は朝鮮政府の外国語通訳の養成

にあった。学生の数は29人－40人ぐらいであったという 注12）。 

この「同文学」は、1886 年 9 月に近代的官立学校である「育英公院」（Royal English School）が

設立されることによって「育英公院」に吸収された。「育英公院」は 1883 年遣米使節団の団長であ

った閔泳翊の建議により作られたもので、予定より少し遅れたが 1886 年 9 月 23 日に開校した。

注 13) 教師はアメリカ公使館の協力でアメリカ本土から招聘された。その時招聘された人は、H. B. 

Hulbert（韓国名：訖法)、 G. W. Gilmore（ 韓国名：吉毛）、 (D. A. Bunker（ 韓国名：方巨)の三

人である。授業はアメリカ英語で行われ、教科書も英語で書かれた教科書が使われた。クラスは二

つで、一つは若い役人を入れ、もう一つには高官の子弟や高官の推薦を受けた人を入れた。一ク

ラスの学生の人数は 10 人ぐらいで、学生の年齢は 15 歳－20 歳だったという。最初は学生たちに

熱意があり、１年間で英語の単語を 3000 語くらい覚えるなど、英語の教育が割合うまくいったが、

財政の不足や運営の未熟などで 1894 年に閉校した。1894 閉校年までに入学した学生は 107 名

だった。このように韓国の英語教育は米国への使節団の派遣がきっかけとなっているのである。 



 

６．終わりに 

以上、朝鮮政府が 1883 年に米国に送った使節団と英語の通訳問題について見てきた。本稿を通

して、最初の遣米使節団の英語の通訳は二重通訳だったということと、二重通訳の場合日本語を

通しての二重通訳が多かったということが分かっていただけたと思う。 

 本稿は筆者の最近の研究テーマである「19 世紀末朝鮮における外国語の教育及び通訳人の養

成」の基礎的研究であるが、これから補わなければならない点が少なくない。今度はアメリカの外

交文書や当時の新聞記事などを調べる予定であり、いい資料が見つかることを期待している。 

 

＜韓美関係年表＞ 

1851 年 アメリカの捕鯨船 South America が釜山の近くに漂着。朝鮮の役人（通訳）が中国語と日

本語、漢文を使いコミュニケーションを図ったが失敗。We are from America  → 「旀里界」 

1855年 アメリカの捕鯨船Two Brothers号が韓国東海岸に漂着。4人の船人を救助し、清の北京

に送還。韓国に上陸した始めてのアメリカ人。筆談の内容及びローマ字を写した記録が残

っている。 

1865年 アメリカ人3名が慶尚道の迎日湾に漂着 

1866年 アメリカ船「士仏号」が釜山に来て、朝鮮政府に通商関係の樹立を要求する。朝鮮政府は

断る。 

1866年5月 アメリカ船「Surprice号」が韓国平安道鉄山に漂着。 

1866年７月11日 アメリカ船「General Shurman号」平壌の近くに停泊、通商を要求。朝鮮側が断る。

7月24日「General Shurman号」焼かれる。 

1866年8月12日 フランス軍東洋艦隊ローズ(P. G. Roze)提督、第一次侵入。8月22日退却。 

1866年9月6日 フランス軍東洋艦隊ローズ(P. G. Roze)提督、第二次侵入。10月５日退却。 

1867年4月 Hamilton Fish国務長官が朝鮮遠征を命じる。John Rodgers司令官の艦隊が5月31日



に京畿道の勺薬島到着。朝鮮側が3人の役人旗艦Coloradoに派遣、来航の目的などを聞

く。 

1871年6月1日 朝鮮側アメリカ軍艦2隻に発砲。6月10日アメリカ軍草芝鎮に上陸、朝鮮側が敗北。

7月3日アメリカ艦隊帰還。 

1880年5月3日 R.W.Shufeldt提督が釜山に来航、朝鮮の開港を打診したが、朝鮮側が断る。 

1882年 William E. GriffisがCorea:The Hermit Nationを刊行 

1882年5月12日 R.W.Shufeldt提督が美朝修交交渉のため仁川に来航。中国人通訳2人を連れて

来る。 

   5月22日 朝美修交条約締結（漢文本3通、英文本3通）※ R.W.Shufeldt提督が朝鮮の代表

に英語教育の必要性を強調、アメリカに留学生の派遣を要望。 

1883年4月 アメリカは初代駐韓公使にLucius H. Foote（福徳）を任命。同年5月13日仁川に入港。 

尹致昊を通訳として採用。尹はまだ英語が十分ではなかったので井上馨外相の個人秘書

である斉藤修一郎を英語の通訳として連れて来る。 

1883年7月9日 朝鮮政府がアメリカに使節団を派遣することを最終決定 

1883年7月16日 遣米使節団がアメリカの軍艦Monocasyに乗船、仁川を出発。21日に長崎到着。

日本の郵便船で横浜へ。1883年8月18日商船Arabicに乗り、太平洋横断、9月2日サンフラ

ンシスコ到着。9月15日Washinton到着。9月18日アメリカ大統領に国書を渡す。 

1883年12月 兪吉濬は帰国しないで留学生として残る。（最初のアメリカ留学生） 

1884年6月2日 遣米使節団帰国 

1887年11月12日 駐美全権公使朴定陽アメリカに赴任するためソウル出発（総11名）。 

 

注 

１） 金源模(2002) 韓美外交関係 100 年史（哲学과現実社）の pp.37－38 を参照 

２） 1866 年 7 月アメリカの商船 General Shurman 号が平壌に来航して朝鮮側と衝突し、船が焼かれた事件。 



3) 1871 年アメリカ側が General Shurman 号事件などを理由に、朝鮮を開港させよう 

と侵略した事件 

4) 金源模(2002)の pp.132－133 による 

5) 兪吉濬のアメリカ留学については、李光麟（1985）の『韓国開化史研究』に詳しい論考がある 

6) 金源模(2002)の pp.397- 409 による 

7) 兪吉濬については、尹炳喜(1998) 兪吉濬研究、国学資料院を参照 

8) 『譯科譜單 醫譯籌八世譜人』に「高永喆  明允 癸丑 丙子式 鎭豊」とある 

9) 呉礼堂については、 金源模(2002)の pp.375- 397 を参照 

10) 遣米使節団の通訳のついての記事は、New York Times, New York Daily Tribune, New York Herald など

アメリカの新聞にいくつか見える。 

11) 李漢燮(2006) 韓国における日本語辞書について、日本語辞書学の構築、おうふう、pp256-257を参照 

12) Oryang Kwon(1997), “Korea’s English Teacher Training and Retraining: A New History in the Making,”  

영어교육 54－4.  

１3）「育英公院」の設立については、 李光麟（1985）の『韓国開化史研究』の pp.103-158 に詳しい論考がある 
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